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原
則四

と
い
う
の
に は

、

原
則
三子

貢
問
日 ｀

「
未
可
也 。

二
十
四
章 ）

子 曰
、

「
郷
人
皆
好
之
何
如 。
」

子
日 、

「
未
加
也 。
」

「
郷

人
皆
悪
之
何
如 。

」
子
曰
、

不
如
郷
人
之
善
者
好
之 、

其
不
善
者
悪
之
也 。
」

（
第
十
三

「
子

路」

篇

「
自
分
に
恥
じ
な
い
」

が
求
め
ら
れる

11
人
間
へ
の
信
頼
が
前

提

丘
亦
恥
之 。
」

「
巧
言
令
色
足
恭 、

左
丘
明
恥
之 。

こう
やち
ょ
う

「
公
冶
長」

篇

（
第
五

丘
亦
恥
之 。

第
二

十
五
章
）

匿
怨
而
友
其人

、

左 丘
明

恥 之
。

。
丘
も

亦 之
を
恥

ず
。

怨

み
を 記

子
曰

は
く 、
「
巧
言

令
色

臼紀
な
る
は 、
左
丘
明
之
を
恥

ず

し
て
其
の
人
を

友
と
す
る
は 、
左
丘
明
之

を
恥
ず 。
丘
も
亦
之
を
恥
ず
」 と

。

、

に
こ
や
か

な
顔

つ き
で
相
手
の
顔
色
を
う
か

がっ

す

るこ
と
、

あ
の

左
丘
明
さ
ん
は
そ
ん
な
こと
を

先
生
は 、
「
巧
み
な
言
葉
で
相
手
に
調
子
を
あ
わ
せ
た

り

心
を
押 し
隠
し
て
友 達

の
よ

う
に
つき

あう
。

左
丘

明
さんは

た
り 、

無
理
に
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
で
相
手
を
持
ち
上げ
た り

恥じ
た 。

私
も
また
同
じ
だ 。

嫌
い
な
の
に
そ
の

そ
ん

な
こ
と
を

恥 じ
た 。

私
もだ
ね」

と
お
っ
し
や
っ た

。

ね
て
尋
ね
ると

、
先
生
は

と
て
も
及
ば
な
いよ
」
と
お
っ
し
や
った

。

「
ま
だ
ま
だ
だね

。

だ
だね
」

善
い
者
か
ら
ほ
め
られ

、

と
お
答
え
に
な
っ
た

。

善く
な

い
者
から
は
悪口

を言
わ
れる

子
貢が

「
村
の
人
が
み
ん
な
ほ
め
て
く
れる
と
い
うは
ど

う
で

しょ

う 。」
と

尋
ねた
。先

生
は、

「
そ
れ
で
は
み
ん
な
か
ら

悪
く
言
われ

ると

言う

の は

どう

でし
ょ
う
」

と重

9

コ

ん

きよ
うじん

ょ
み

し
力

、「

未
だ 可
な
ら
ざ
る

な

子
貢
問
ひ
て
曰
は
く 、

「
郷
人
皆
之
を
好
せ
ば
何
如」
と 。

子
曰
はく

．

に
く

．

く 、
「
未
だ
可 な

らざ
る
な
り
。

郷
人
の
善き

り
」
と
。

「
郷
人
皆
之
を
悪
ま
ば
何
如
」
と 。

子
曰 は

者
は
之
を
好
し 、

其
の
善
か
ら
ざ
る
者
は
之
を
悪

ま
んに
は
如
か

ざ
る

なり
」 と
。

2
 

「
まだ

ま

目
先
の
評
価
の
否定

先
生
は 、
「
徳
と
いう

も
の
は 、

子

曰
は
く 、
「
徳
は
孤
な

ら
ず 、

必
ず
郡
有

り

」
と 。

孤立

し
な
い 。

必
ず寄

り
添 っ

て
く

れ
る

人 が

い
る」

子
日 、

「
悪」

原
則

「
徳
不
孤

「
直」

必
有
都 。
」

（
第
四

（
本
来
の
字
形）
↓

- -
1, 

令缶
1志

←

「
心」

を

り

じ

ん

「
里
仁 」

篇

（
変
化
し

た
字
形）

「
行」

う
こ
と
が

第
二

十
五

章 ）

「
徳」

「
徳 11

自
分
」

（
現
在 の
字

形）

第

と
お
っ
し

やっ
た
。




